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報
告
第
　
５
号

議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

５
月
２３
日
、
全
国
検
察
審
査
協
会
連
合

会
長
表
彰
に
、
山
本
博
隆
さ
ん
（
和
木
５

丁
目
）
が
選
ば
れ
、
連
合
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
平
成
９
年

に
審
査
員
を
務
め
ら
れ
た
後
、
検
察
審
査

協
会
に
入
り
、
現
在
も
検
察
審
査
会
の
P

R
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
検

察
審
査
会
の
普
及
活
動
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の

費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
岩
国
検

察
審
査
会
事
務
局
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局

（
蕁
41
―

０
１
６
１
）

ま
ち
の
話
題

全
国
検
察
審
査
会
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

ま
ち
の
話
題

平
成
17
年
第
３
回
和
木
町
議
会
定
例
会

ま
ち
の
話
題

保
育
所
で
運
動
会

山本　博隆さんよーい　ドン！

６
月
１１
日
、
中
学
校
体
育
館
で
、
保
育

所
（
栗
森
直
美
所
長
）
の
「
う
ん
ど
う
か

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
、
栗
森
所
長
は
「
か
け
っ
こ

し
て
、
転
ん
で
も
泣
か
な
い
よ
う
に
。
元

気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
準
備
体
操
を
行
っ
た
あ
と
、
５

歳
児
、
４
歳
児
、
３
歳
児
が
そ
れ
ぞ
れ

「
か
け
っ
こ
」、「
遊
戯
」
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
保
護
者
が
参
加
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
と

家
族
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
素
敵
な

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
第
３
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
６
月
14
日
か
ら
６
月
21
日
ま

で
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
、
報
告
３
件
、
議
案
４
件
、
意
見
書
案
２
件
、

決
議
書
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
　
６
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
　
７
号
【
承
　
認
】

J
R
和
木
駅
早
期
実
現
調
査
研
究
特
別
委

員
会
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
24
号
【
可
　
決
】

和
木
町
農
業
委
員
会
の
廃
止
に
伴
う
関
係

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
25
号
【
可
　
決
】

和
木
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

議
案
第
26
号
【
可
　
決
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
27
号
【
可
　
決
】

和
木
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て意
見
書
案
第
３
号
【
採
　
択
】

住
民
生
活
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
（
案
）

意
見
書
案
第
４
号
【
採
　
択
】

分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会
制
度
の
構

築
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

決
議
書
案
第
１
号
【
採
　
択
】

米
海
軍
厚
木
基
地
機
能
の
岩
国
基
地
移
転

に
反
対
す
る
決
議
書
（
案
）
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サロンで和やかなひととき

ま
ち
の
話
題

関
ヶ
浜
地
区
に
子
育
て
サ
ロ
ン
新
設

ま
ち
の
話
題

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
開
催

ま
ち
の
話
題

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
る

ま
ち
の
話
題

元

気

ハ

ツ

ラ

ツ

体

力

測

定

熱唱する参加者

伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
▼
中
島
記
子
蕁
52
―

３
０
８
５
）

６
月
10
日
、
関
ヶ
浜
２
丁
目
集
会
所
で

子
育
て
サ
ロ
ン
（
代
表
　
中
島
記
子
さ
ん
）

が
開
催
さ
れ
、
地
区
の
親
子
５
組
が
参
加
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
ボ
ー

ル
遊
び
や
子
育
て
の
話
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
名
称
は
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
決
め

る
そ
う
で
す
。
開
催
日
は
、
毎
月
第
２
金

曜
日
を
予
定
し
て
お
り
、
子
育
て
の
情
報

交
換
の
場
と
し
て
、
悩
み
、
相
談
な
ど
を

同
じ
境
遇
の
仲
間
で
話
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
ど
う
し
も
一
緒
に

な
っ
て
遊
び
、
触
れ
合
い
を
と
お
し
て
仲

良
く
な
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
お
手

熱気あふれるプレーに声援！自分の体力を確認する参加者

６
月
19
日
、
三
井
化
学
（
株
）
体
育
館

で
「
和
木
町
P
T
A
親
睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
家
族
を
含
め
約
２
５
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

学
校
、
中
学
校
に
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

と
教
職
員
等
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
心
地
よ
い
汗
と

連
帯
感
に
満
足
し
て
会
場
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、
後
援
と
し
て
新
日

本
石
油
精
製
（
株
）、
三
井
化
学
（
株
）、

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所
、
読
売
新
聞
読

６
月
19
日
、
文
化
会
館
で
和
木
カ
ラ
オ

ケ
同
好
会
（
岡
本
勝
之
会
長
）
主
催
の

「
第
21
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
に
は
、
同
好
会
会
員
58
名
が
出

場
。
自
慢
の
歌
唱
力
と
、
衣
装
で
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
、
会
場
か
ら
は
、
大

き
な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
で
は
、
毎
年
、
会
場
入
口

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日

集
め
ら
れ
た
の
は
６
５
、
２
９
４
円
。
こ

の
貴
重
な
募
金
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

を
と
お
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東
の
皆
さ
ま
に
よ
り
大

会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
月
21
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
藤
本
巖
会
長
）
主
催
の

「
第
５
回
老
連
体
力
測
定
会
」
が
開
催
さ

れ
、
町
内
か
ら
、
１
０
７
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
方
に
自
分
の
体
力

を
把
握
し
て
も
ら
い
、
健
康
管
理
や
目
標

を
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
測
定
会
で
は
、

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
10

ｍ
障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行
、
開
眼
片

足
立
ち
を
測
定
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
無

理
を
せ
ず
、
自
分
の
力
を
出
し
き
り
ま
し

た
。
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扶養手当

1． 配偶者　　 13,500円

2． 扶養親族（２人まで）

1人当たり　6,000円

3．その他 1人当たり　5,000円

4．特定扶養親族加算　

（16歳から22歳まで）5,000円

持家・月額2,000円
（５年経過までは3,000円）

借家・月額23,000円以下の場合　
家賃から12,000円を控除した額
・月額23,000円を超える場合、

家賃から23,000円を控除した額の
1／2に11,000円を加算した額（支
給額限度額27,000円）

課　長　給料月額10％

課長補佐　　8％・7％

（平成14年度から17年

度の4年間は、10％を

9％、8％を7％、7％を

6％に削減しています。）

２km～５km未満 03,500円
５km～10km未満 05,000円
10km～15km未満 06,500円
15km～20km未満 08,900円
20km～25km未満 11,300円
25km～30km未満 13,700円
30 km 以　上 16,100円

管理職手当 住居手当 通勤手当（自家用車等の場合）

（３）その他の手当について

区　分

職員数（人）

構成比（％）

0

0

26

32.5

13

16.3

2

2.5

32

40.0

1

1.2

6

7.5

80

100

標 準 的 な
事 務 内 容

事務・技術
吏 員

事務・技術
吏 員

係　　長
課長補佐
係　　長

課長補佐
係　　長

課　　長 課　　長

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 計

表７．級別職員数の状況について（平成17年4月1日現在）

（注）1．和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
2．職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

（注）教育長を含み、臨時および非常勤職員は除く。

区　　　　　　　分

一般行政部門

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
土 木
小 計
教 育
小 計

2
16
6
14
8
1
8
55
21
21

水 道
下 水 道
国 保
介 護
小 計

1
1
1
2
5

81

2
16
5
15
8
1
9
56
21
21
1
1
1
2
5

82

0
0
1
▲1
0
0
▲1
▲1
0
0
0
0
0
0
0

▲1

特別行政部門

合　　　　　　　計

職　　員　　数
平成17年 平成16年

対 前 年
増 減 数

公営企業等
会 計 部 門

表８　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在：単位　人）

の 公 表の 公 表
で決められていますが、皆さんにその
与等の公表を行います。
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給 与 等

区　分 区　分

H16. 4. 1現在
6,672人

H17. 4. 1現在
6,587人

歳出額A 人件費B
人件費比率
（B／A）

16年度
千円

3,908,784
千円

749,467
%
19.2

千円
3,793,260

千円
759,904

%
20.0

17年度

表1．人件費の状況（一般会計当初予算）

給 与 等
町職員の給与等は、町議会で審議されたうえ　　

現状を知っていただくため、給　　

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種委員等）
の給与、報酬等を含みます。

区　分 和　木　町 国 の 制 度

143,300円 138,800円

170,700円 170,700円

高 校 卒

大 学 卒

表４．職員の初任給の状況（平成17年4月1日現在）

（注）経験年数加算制度有

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

341,580円 380,587円 41.5歳

40.9歳344,775円 400,402円

和 木 町

国

表５．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（平成17年4月1日）

（注）平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手当、通勤手当、
住居手当、時間外手当、特殊勤務手当等を加えたものです。
国とは、国家公務員の統計で、平成16年４月１日現在の数値です。

和木町
（平成17年度支給割合）

国（平成17年支給割合）

期末手当　勤勉手当

06月期　1.40月分　0.70月分

12月期　1.60月分　0.70月分

計　　3.00月分　1.40月分

期末手当　勤勉手当

06月期　1.40月分　0.70月分

12月期　1.60月分　0.70月分

計　　3.00月分　1.40月分

職制上の加算措置有　 職制上の加算措置有

表６．職員手当の支給状況について

（平成17年4月1日現在）

（2）時間外手当について

1．平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125／100）
深夜勤務（午後10時～午前5時）の場合25／100を加算

2．休日の時間外手当（1時間当たりの単価×135／100）

（注）管理職手当が支給される職員に対しては、時間外手当　
は、支給されません。

区　分 職員数

人
79

職員手当 共済費 計

17年度

期　末　手　当

（支給月） （支給割合）

06月期　　　1.60月分

12月期　　　1.70月分

計　　　　3.30月分

（職制上の加算措置有）

区　分

町　　長

助　　役

収 入 役

教 育 長

議　　長

副 議 長

委 員 長

議　　員

給料月額等

738,150円

611,520円

567,450円

567,450円

275,500円

227,050円

209,950円

205,200円

千円
166,025

給　料

給　　　与　　　費

千円
322,331

千円
881,190

千円
576,546

表２．職員給与費の状況（一般会計当初予算）

表３．特別職等の報酬の状況（平成17年4月1日現在）
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社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算329号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

５
月
２８
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、

「
町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、「
リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う
」
で
、

６
月
５
日
、
周
東
町
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー

ル
で
、
管
内
子
ど
も
会
育
成
者
・
集
団
指

導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か

ら
は
、
３３
名
の
子
ど
も
会
育
成
者
・
指
導

者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
は
じ
め
に
、
管
内
の
子
ど
も
会
活

動
へ
の
業
績
が
顕
著
な
団
体
と
個
人
が
表

彰
さ
れ
、
上
灰
場
・
中
組
の
各
子
ど
も
会

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
学
び

と
話
し
合
い
の
進
め
方
」
と
題
し
て
、
遊

び
を
通
し
て
人
間
関
係
づ
く
り
の
手
法
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
指
導

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た

上
灰
場
・
中
組
子
ど
も
会
管
子
連
表
彰
を
受
賞

〜
地
域
教
育
力
活
性
化
協
議
会
〜

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
、
活

動
場
所
を
提
供
し
、
地
域
の
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
等
、
様
々
な
体
験
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
を
開
設
し
ま
す
。

「
わ
き
あ
い
あ
い
」
の
「
わ
」
と
「
あ
」

と
「
い
」
を
と
っ
て
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。

み
ん
な
で
仲
よ
く
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体

験
し
て
、
楽
し
く
学
び
、
仲
間
を
増
や
そ

う
と
い
う
の
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
ね
ら
い
で

す
。期

間
は
７
月
か
ら
来
年
２
月
の
間
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

▼
講
座
は
全
部
で
２０
回

▼
募
集
人
数
は
２６
人
限
定

▼
参
加
費
は
保
険
料
５
０
０
円
と
講
座
ご

と
に
必
要
に
な
れ
ば
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
昨
年
は
全
講
座
を
通
じ
て
一
人
５
０
０

円
以
内
で
し
た
。）

講
座
の
内
容
は
陶
芸
教
室
、
小
瀬
川
自

然
観
察
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

様
々
な
体
験
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
は
基
本
的
に
土
曜
日
で
す
。

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
小
・
中
学
校
を

通
じ
て
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

蕁
53
―

３
１
２
３
）

「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
参
加
者
募
集

楽しかったマジックバルーン

子
ど
も
会
組
織
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
の
意
味
、
リ
ー
ダ

ー
に
つ
い
て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

続
い
て
、
和
木
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
皆
さ
ま
の
指
導
に
よ
る
料
理
教

室
。
お
か
ず
の
メ
ニ
ュ
ー
は
４
種
類
。
ど

れ
も
美
味
し
く
、
中
で
も
「
チ
ー
ズ
入
り

み
た
ら
し
団
子
」
は
人
気
で
し
た
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
料
理
を
し
、
と
も
に

味
わ
い
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
後
片

付
け
を
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
町
子
連
会
長
の
吉
田
浅
美

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
の
作
品
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
基

本
的
な
作
り
方
の
指
導
を
受
け
た
後
、
子

ど
も
た
ち
の
創
意
で
、
初
め
て
ひ
ね
る
バ

ル
ー
ン
に
お
び
え
な
が
ら
も
、思
い
思
い
に

楽
し
く
作
品
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

者
の
方
々
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
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プ
ー
ル
の
利
用
方
法
、
日
程
等
に
つ
い
て

利
用
期
間
▼
7
月
21
日
貅
〜
８
月
31
日
貉

利
用
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
そ
の
兄
弟
姉

妹
（
小
学
校
2
年
生
ま
で
）
の
同
伴
入

場
は
可
能
で
す
。

※
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
、
児

童
本
人
の
保
護
者
が
同
伴
し
、
自
分
の

子
ど
も
は
各
自
で
責
任
を
持
っ
て
管

理
・
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
の
際
は
、
水
泳
帽
を
必
ず
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ゴ
ー
グ
ル
、
浮

き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す
。（
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
の
使
用
は
不
可
）

※
８
月
12
日
貊
・
18
日
貅
・
19
日
貊
の
午

前
９
時
〜
11
時
ま
で
は
専
用
使
用
の
た

め
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
８
月
13
日
貍
か
ら
８
月
17
日
貉
ま
で
の

５
日
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆

幼
児
プ
ー
ル

◆

瀬
田
・
関
ヶ
浜
河
川
プ
ー
ル

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

日
　
時
▼
６
月
12
日

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

男
子
A
級
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
屋
敷
義
浩
　
重
元
徹
彦
　
　
組

第
２
位
　
高
橋
良
聡
　
前
久
保
貞
見
　
組

男
子
B
級
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
山
下
和
久
　
山
下
辰
徳
　
　
組

第
２
位
　
吉
田
正
弘
　
古
賀
信
之
　
　
組

男
子
C
級
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
西
雄
　
壮
　
高
浜
将
典
　
　
組

第
２
位
　
山
田
　
要
　
田
渕
律
典
　
　
組

女
子
A
級
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
川
崎
史
恵
　
藤
井
早
苗
　
　
組

第
２
位
　
堂
脇
仁
美
　
山
田
恵
子
　
　
組

女
子
B
級
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
松
村
美
千
代
　
石
井
伸
子
　
組

第
２
位
　
中
川
京
子
　
　
黒
墨
直
子
　
組

女
子
C
級
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
伊
崎
亜
希
子
　
井
原
陽
子
　
組

第
２
位
　
岡
部
節
子
　
　
神
田
静
香
　
組

日
　
時
▼
６
月
4
日

場
　
所
▼
和
木
町
庭
球
場

男
子
の
部

優
　
勝
　
沖
　
和
弥
　
　
岡
田
佳
大
　
組

準
優
勝
　
佐
々
木
雅
樹
　
墨
川
茂
則
　
組

和
木
町
近
郊
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
第
25
回
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

和
木
町
春
季

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
３
位
　
杉
山
幸
久
　
石
井
康
弘
　
　
組

第
３
位
　
中
山
雄
太
　
水
田
翔
志
　
　
組

女
子
の
部

優
　
勝
　
北
林
美
佳
　
吉
岡
清
子
　
　
組

準
優
勝
　
土
井
亜
矢
　
明
吉
小
百
合
　
組

第
３
位
　
新
谷
玲
奈
　
山
中
知
子
　
　
組

日
　
時
▼
5
月
29
日

場
　
所
▼
玖
珂
町
体
育
セ
ン
タ
ー

A
級
　
優

勝
　

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
A

B
級
　
第
３
位
　

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
B

平
成
17
年
度
玖
珂
郡
体
育
大
会

平
成
17
年
度
玖
珂
郡
体
育
大
会
が
７
月
17
日

を
中
心
に
和
木
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
町
内
で
は
、
次
の
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

７
月
13
日
ゴ
ル
フ
競
技（
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

７
月
17
日
総
合
開
会
式（
文
化
会
館
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
三
井
化
学
体
育
館
）

柔
道
競
技（
三
井
化
学
格
技
場
）

卓
球
競
技（
中
学
校
体
育
館
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

剣
道
競
技（
和
木
小
学
校
体
育
館
）

弓
道
競
技（
蜂
ヶ
峯
弓
道
場
）

軟
式
野
球
競
技

（
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

中
学
校
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
事

◆

中
学
校
プ
ー
ル（
一
般
開
放
）

利
用
期
間
▼
7
月
21
日
貅
〜
８
月
31
日
貉

利
用
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
８
月
13
日
貍
か
ら
８
月
17
日
貉
ま
で
の

５
日
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
、
使
用
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆

そ
の
他
注
意
事
項

※
各
プ
ー
ル
で
の
「
飛
び
込
み
」
は
一
切

禁
止
で
す
。

※
利
用
上
の
約
束
事
が
お
守
り
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
、
使
用
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―

２
８
１
１
）

前
の
申
込
は
不
要
で
す
が
、
利
用
の
際
は

プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
小
学
３
年
〜
一
般

※
小
学
生
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
が
必

要
で
す
。
保
護
者
同
伴
で
な
い
場
合
は
入

場
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
▼
７
月
21
日
貅
〜
８
月
31
日
貉

※
但
し
８
月
13
日
貍
か
ら
８
月
17
日
貉
ま

で
の
５
日
間
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
小
学
生
の
利
用
は
、
必
ず
児
童
本
人
の
保

護
者
が
同
伴
し
、
一
緒
に
遊
泳
し
て
く
だ

さ
い
。
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
利
用
を
お

断
り
し
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
は
各
自
で

責
任
を
持
っ
て
管
理
・
監
督
し
て
く
だ
さ

い
。

※
利
用
の
際
は
、
水
泳
帽
を
必
ず
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の

使
用
は
可
能
で
す
。（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
の
使

用
は
不
可
）
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

 
新着ＣＤ：☆　印 
新着図書：『   　』 

＜CD＞
☆Home☆Going/ゆず
☆ようこそ♪歌う森のパーティーへ

/NHKおかあさんといっしょファミリーコンサート
☆エンジン/オリジナルサウンドトラック
☆演歌名曲コレクション５　初恋列車/氷川きよし
☆ageha/w－inds
E TRUE☆Yaiko’s  selection/矢井田瞳
＜一般書＞
『天使がいた三十日』 新堂冬樹著
『虎を鎖でつなげ』 落合信彦著
『音の細道』 群ようこ著　
『孤宿の人　上・下』 宮部みゆき著
『ソングリーダー』 リサ・タッカー著

＜児童書・絵本＞
『おじいちゃんがおばけになったわけ』

Ｋ・Ｆ・オーカソン作 Ｅ・エリクソン絵
『いたずらでんしゃ』 ハーディ・グラマトキー作・絵
『ぼくはおばけのおにいちゃん』

あまんきみこ作　武田美穂絵
『おおきなおおきな木』

よこたきよし作 いもとようこ絵
『ねぎぼうずのあさたろう その５』 飯野和好作

☆登紀子情歌～ラブソングス～/加藤登紀子
☆ネヴァー・ゴーン/バックストリート・ボーイズ
☆デビルズ・アンド・ダスト/ブルース・スプリングスティーン
☆オカリナ・エチュード５～スクリーン・ミュージック

/宗次郎
☆joy/YUKI
ベストセレ
『しずかに流れるみどりの川』 ユベール・マンガレリ著
『ロマンスのＲ』 スー・グラフトン著
『極上キャンプ』 かざまりんぺい著　
『メディアは戦争にどうかかわってきたか』

木下和寛著　
『そして遺されたもの　哀悼　尼崎脱線事故』

週刊文春特別取材班

『ハルばあちゃんの手』 山中恒文　木下晋絵
『ゆうたのオオムラサキ』 ふりやかよこ作・絵　
『ほしまつりの日』 宮川ひろ作　ふりやかよこ絵　
『渡りをするチョウ』 佐藤英治文
『生命の樹　チャールズ・ダーウィンの生涯』

ピーター・シス文・絵

今月の休館日 4日（月）・11日（月）・18日（祝）・25日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷７月16日（土）

10時30分～11時　幼児
15時～15時30分　幼児・小学生

場　所蜷図書館内絵本のコーナー
よみきかせボランティア「ぴのきお」
問合せ蜷和木町立図書館（蕁54ー0222）
○図書館では、毎月第3土曜日に絵本の読
みきかせを行なっています。
今月は都合により、開催
日が変更となっています
のでご注意ください。

今までは貸し出しのみでしたが、ビデオと同様１日１枚に
限り視聴できるようになりました。
どうぞご利用ください。
☆ 図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになって
います。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索
や予約ができます。）
☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。
アドレス蜷http://www.waki-toshokan.jp/

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54－0222）

図書館内でＤＶＤが視聴できます。
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西京 
銀行 

〒 

体育センター 

 所 
生花店 

支部 

車両通行止区間（19：00～21：30） 
車両通行止標識 

（和木町） 

仮設 
トイレ 

本部 

JA山口東 （消防車庫） 和木 
小学校 

小瀬川ダム見学会 小瀬川ダム見学会 小瀬川ダム見学会 小瀬川ダム見学会 

車両通行禁止時間帯は、車の出入は
できませんので、ご了承ください。

「森と湖に親しむ旬間」に合わせて今年も
小瀬川ダムで見学会を開催します。普段見る
ことのできないダム施設を見学することがで
きます。
・ダムの役割を詳しく知りたい。
・ダムで働く人はどんな仕事をしているの？
・ダムに興味のある方、ない方、疑問・質問
のある方、この機会にぜひお越しください。
見学日時蜷7月21日貅～29日貊 土・日を含む毎日

9時～16時（ただしトンネル見学は
11時、14時の２回）

見学場所蜷広島県廿日市市浅原　小瀬川ダム
小瀬川ダムの機械室・トンネル
（トンネルは急な階段があり、滑り
やすいので歩き易い履物で参加し
てください。）

問合せ蜷小瀬川ダム管理事務所
（蕁56－0321）

花
火
大
会
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経
済
状
況
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い

中
、
少
人
数
で
業
務
を
続
け
る
な
ど
職
場

環
境
が
厳
し
い
こ
と
で
、
休
養
を
取
ら
ず

に
が
ん
ば
っ
て
し
ま
う
人
が
増
え
、「
う

つ
病
」
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
最
近

の
傾
向
と
し
て
、
自
ら
の
身
体
を
モ
ノ
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
感
覚
の
危
険
性
も
示

唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
多
か
れ
少
な

か
れ
、
誰
も
が
こ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
た
め

に
は
、
自
ら
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
「
く
う
」：

よ
く
食
べ
る
こ
と
と
、
快

便
。
身
体
の
健
康
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
。

②
「
ね
る
」：

快
眠
。
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
係
が
深
い
。

身
体
と
こ
こ
ろ
に
は
「
病
は
気
か
ら
」

と
い
う
言
葉
が
昔
か
ら
あ
る
よ
う
に
、
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
も
こ
こ
ろ

の
不
調
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
、
身
体
に

様
々
な
症
状
が
出
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。「
心
身
症
」
と
呼
ば
れ
る

症
状
は
、
高
血
圧
、
喘
息
、
胃
腸
の
不
調
、

偏
頭
痛
な
ど
、
身
体
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

あ
ら
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
身
体
と
こ

こ
ろ
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
た
め
、
こ
こ

ろ
の
元
気
の
た
め
に
は
「
く
う
」
と
「
ね

く
う
、
ね
る
、
あ
そ
ぶ
が
大
切
！

る
」
を
両
方
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

で
は
、
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

③
「
あ
そ
ぶ
」：

日
常
の
枠
か
ら
解
放
さ

れ
て
、
普
段
の
役
割
か
ら
自
由
に
な
る
こ

と
。
こ
う
い
っ
た
非
日
常
的
な
経
験
は
、

こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
を
与
え
ま
す
。

日
常
の
枠
と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
様
々

な
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
は
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
暗
黙
の
う
ち
の
ル
ー
ル
も
あ
り
、
一

度
身
に
つ
け
た
ル
ー
ル
は
意
識
す
る
こ
と

も
な
く
、
そ
の
人
の
行
動
を
制
限
し
ま
す
。

社
会
生
活
を
お
く
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

の
が
ル
ー
ル
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時

に
私
達
の
こ
こ
ろ
の
働
き
を
制
限
す
る

「
枠
」
と
な
っ
て
し
ま
う
側
面
も
あ
る
の
で

す
。
ご
く
狭
い
範
囲
に
こ
こ
ろ
の
働
き
が

制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
達
は
強

い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。そ

の
た
め
「
自
分
の
人
生
を
生
き
て
い

る
」
と
い
う
実
感
が
で
き
ず
、「
や
ら
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

目
の
前
の
仕
事
を
成
し
と
げ
る
前
向
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
て
き
ま
す
。
無
理

に
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
が

続
く
と
、
こ
こ
ろ
の
元
気
は
涸
れ
果
て
て

し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
あ
そ
ぶ
」
は

「
枠
」
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
既
成
の
「
枠
」
を
一
時
的
に

は
ず
す
こ
と
に
、「
あ
そ
ぶ
」
の
醍
醐
味
は

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
知
ら
な
い
町
を
歩

い
て
み
る
、
時
間
を
忘
れ
て
何
か
に
熱
中

し
て
み
る
、
結
果
を
気
に
せ
ず
好
き
な
こ

と
を
や
っ
て
み
る
な
ど
。
い
つ
も
だ
っ
た

ら
で
き
な
い
こ
と
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
を

や
っ
て
み
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ろ
が
ワ
ク

ワ
ク
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
わ
い
て
き
て
、
元

気
を
と
り
も
ど
せ
る
の
で
す
。「
あ
そ
ぶ
」

を
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
ろ

に
余
裕
が
あ
る
人
は
、
冷
静
に
周
り
の
状

況
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
分
、

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
余
分
な
ス
ト
レ
ス
も
抱
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
は
、
多
少
ハ
ン
ド

ル
を
切
っ
て
も
車
の
方
向
が
変
わ
ら
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
、
こ

う
し
た
「
余
裕
」
が
な
か
っ
た
ら
ハ
ン
ド

ル
を
握
る
手
が
ほ
ん
の
少
し
動
い
た
だ
け

で
も
車
の
進
む
方
向
が
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
運
転
中
に
多
大
な
緊
張

を
与
え
ら
れ
、
疲
れ
き
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

ハ
ン
ド
ル
に
は
余
裕
を
と
っ
て
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
ハ
ン
ド
ル
の
「
あ
そ
び
」
と

呼
び
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
あ
そ
ぶ
」
に
は
、「
遊
び
」

と
「
余
裕
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
意
味
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ふ
た
つ
の
意
味
を

こ
こ
ろ
に
と
め
て
、
生
活
の
中
に
「
あ
そ

ぶ
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。
こ
こ
ろ
に
余
裕
を
も

つ
こ
と
で
、「
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
把
握
」
し
日
常
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
、「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い

く
」
こ
と
で
、
幸
福
感
を
味
わ
う
こ
と
な

ど
の
よ
い
循
環
に
身
を
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
元
気
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

期　間蜷８月１日豺～９月30日貊　
団結式７月27日貉 18時30分～（場所：岩国健康福祉センター）

対象者蜷禁煙希望者
内　容蜷Ａコース（医療機関サポート：ニコチンパッチなどの処方を含む）

Ｂコース（一般サポート：岩国健康福祉センターの定期的アドバイス）
選択コース等内容の詳細は申し込み先へお問い合わせください。

募集期間蜷7月15日貊まで
申込方法蜷ハガキ、FAXまたはＥメールで。住所・氏名・年齢・

電話番号・選択コース・喫煙の状況（1日何本）
希望支援方法（手紙・電話・FAX・Ｅメール）を明記

申込み蜷〒740-0016  岩国市三笠町1－1－1山口県岩国健康福祉センター　
TEL：29－1523、FAX：29－1594、
Eメール：a13214＠pref.yamaguchi.lg.jp

禁煙チャレンジマラソンin岩国参加者募集 保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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健康カレンダー （7月16日～8月15日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

7月15日（金）

7月21日（木）

7月28日（木）

8月01日（月）

8月03日（水）

8月04日（木）

8月11日（木）

行　　　　事

キッズきっちん①

プレイルーム

育児相談

両親教室

プレイルーム

健康相談

キッズきっちん②

プレイルーム

プレイルーム

受付時間

13：30～16：30

10：00～15：00

13：30～14：30

09：30～11：30

10：00～15：00

09：30～10：00

09：30～13：00

10：00～15：00

10：00～15：00

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

関ヶ浜分館　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

場　　所対　　　　　　　　象

小学校3・4年生

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

一般の方

小学校3・4年生

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

チーズ入りみたらし団子

白玉粉 

砂糖 

豆腐 

爲 

チーズ 

冷水へ 

材料6人分
白玉粉　　　　100ｇ
砂　糖　　　　大さじ1
絹豆腐　　　　050ｇ
プロセスチーズ040ｇ　　　

カルシウムたっぷり簡単なみたらし団子です。子どもとの共同作業
が楽しいかも。ぜひ作って見てください。（食推６班　藤元　雅子）

水　　　　大さじ4
砂糖　　　大さじ2
しょうゆ　大さじ1
みりん　　大さじ1
片栗粉　　小さじ1

日本脳炎予防接種
一時中止のお知らせ

平成17年５月30日付け厚生労働省より現在の日本脳

炎ワクチンによる予防接種を差し控える勧告通知があ

りましたので、幼児および学童の日本脳炎予防接種を

一時中止しています。再開の時期については現在明ら

かになっていません。明らかになり次第、広報紙等で

お知らせします。

流行地への渡航や蚊に刺されやすい環境にある場合

等で、日本脳炎予防接種を希望される方は保健相談セ

ンターにご相談ください。

問合せ蜷保健相談センター（蕁52－7290）

作り方
① 下準備
チーズ……18等分の角切りに切っておく。
爲……小鍋に入れて、火にかけ、とろみが

つくまで煮て、たれを作る。

② 白玉団子を作る
白玉粉と砂糖を混ぜ、豆腐を加えてし
っかりこねる。固さを見ながら水を加
えて耳たぶ位の固さになるようこねて
18等分にわける。これにチーズを中心
に入れて丸める。鍋に湯を沸かし、丸
めた団子を茹でる。団子が浮き上がっ
て１分位たったら、冷水にとる。

③ 仕上げ
爲のたれに団子をからめて、
盛り付ける。

子育ての輪づくり運動

「夏まつり」のお知らせ
日　時蜷８月４日貅　９時30分～10時　受付

10時～11時　夏まつり
場　所蜷保健相談センター
対象者蜷乳幼児とその保護者
内　容蜷スイカ割り・バルーン

アート・お菓子の
すくい取り・魚つりゲーム

参加費蜷各１回50円
（スイカ割り・バル－ンアートは無料）

申込み蜷７月28日貅までに保健相談センター
（蕁52－7290）へお申込みください。

備　考蜷つり銭がいらないようにご用意ください。
駐車スペースに限りがありますので、お近く
の方はなるべく徒歩などでお越しください。

主　催蜷和木町母子保健推進協議会
問合せ蜷保健相談センター（蕁52－7290）

第１回・第２回キッズきっちん
～こどもの食べ物教室～

ゲーム、クイズ、実験、料理をする中で、｢食べる
こと｣を一緒にふり返ってみませんか？
対象者蜷小学3・4年生　

※保護者の参加も可。児童のみも可です。
日　時蜷７月15日貊　13時30分～16時30分　

「飲み物の糖分を調べよう！」
８月３日貉 ９時30分～13時「和食に挑戦！」

場　所蜷保健相談センター
内　容蜷ゲーム、クイズ、実験、調理実習
参加費蜷材料費実費（200～400円程度）
持ってくるもの蜷エプロン、三角巾、ふきん、

手拭タオル、筆記用具
申込み蜷保健相談センター（蕁52－7290）へご連絡

ください。
締切り蜷開催日の一週間前
第３回目 11月14日豺

「手作りおやつを作ってみよう！」
第４回目　３月24日貊 「食べることについて振り返

ろう！」も予定しています。

爲
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自衛官など募集説明会
自衛官募集説明会を開催します。ふるってご参加ください。

日　時蜷７月16日貍　13時～

場　所蜷自衛隊山口地方連絡部岩国募集事務所

種目など

平成18年３月新規高校・中学校卒業予定者については、上記の表に係わらず、文部科学、厚生労働両省から示された期

日以降に実施します。

問合せ蜷岩国募集事務所（蕁23－1580）

募　集　種　目 資　　　格

高卒（見込）

21歳未満

医師を目指す！ ９月９日～９月30日 （１次） 11月５、６日

９月24、25日

（１次）11月12、13日

（１次）９月23日

（１次） 10月16日

（１次） ９月17日

９月21日

９月25日または26日

（１次） 18年１月14日

（推薦）

９月５日～７日

（一般）

９月９日～９月30日

８月１日～９月８日

９月９日～９月30日

８月１日～９月８日

11月１日～18年１月10日

指揮官を目指す！

パイロットを目指す！

看護師を目指す！

中堅の曹を目指す！

任期制隊員！

本人の希望と努力で

曹や幹部を目指す！

３年後高卒資格取得！

その後１年で曹へ！

27歳未満

中卒（見込）

17歳未満

24歳未満

高卒（見込）

24歳未満

27歳未満

27歳未満

概　　　要 受　付　期　間 試　験　期　日

航　空　学　生（男女）

防衛医科大学校（男女）

看　護　学　生（男女）

一般曹候補学生（男女）

曹　候　補　士（男女）

２等陸海空士（男）

自　衛　隊　生　徒（男子）

防 衛 大 学 校（男女）

２等陸海空士（女）

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
7
月
21
日
貅
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
52
―

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

各
　
種
　
相
　
談

戦
没
者
な
ど
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す対
象
者
▼
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

１．

弔
慰
金
の
受
給
者

２．

戦
没
者
な
ど
の
子

３．

①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
な
ど
生
計
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
は
除
き
ま
す
）

４．

上
記
３
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　

③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

５．

上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
ら
れ
ま
す
）

支
給
内
容
▼
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還

の
記
名
国
債

請
求
期
間
▼
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―
２
１
３
５
内
線
２
０
８
）
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日　時蜷７月15日貊　9時～

場　所蜷コミュニティセンター前広場

内　容蜷新鮮な野菜の販売です。

ご近所お誘い合せてお気軽に

お越しください。

問合せ蜷住民サービス課

（蕁52－2135 内線205）

和木町生活改善実行
グル－プ朝市

『
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

３
等
一
千
万
円
が
5
年
ぶ
り
に
復
活
！
』

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
発
売

期
間
は
７
月
１５
日
貊
か
ら
８
月
２
日
貂
ま

で
。
抽
選
日
は
８
月
１２
日
貊
。
支
払
開
始

は
８
月
１７
日
貉
か
ら
。

こ
の
宝
く
じ
は
通
信
販
売
で
買
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
第

４
７
９
回
全
国
自
治
宝
く
じ
）
の
時
効
８

月
１５
日
豺
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
お
忘
れ

な
く
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

日
　
時
▼
７
月
６
日
貉
13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
町
文
化
会
館
１
階
講
習
室

担
当
者
▼
地
元
人
権
擁
護
委
員
、
岩
国
法

務
局
職
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）

日
　
時
▼
９
月
６
日
貂
〜
１１
月
１１
日
貊

平
日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
９
時
〜
１６
時

な
お
、
講
義
終
了
後
か
ら
２０
日
後
ま
で
に

４
日
間
の
実
習
が
あ
り
ま
す
。

場
　
所
▼
医
療
法
人
新
生
会
（
岩
国
市
多

田
３
―

１
０
１
―

５
）

内
　
容
▼
２
級
課
程
修
了
に
必
要
な
講
義

お
よ
び
実
習

対
　
象
▼
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
で
５０
歳

未
満
の
方
、
就
職
な
ら
び
に
転
職
希
望
者

人
　
数
▼
５
名
（
多
数
の
場
合
は
選
考
）

受
講
料
▼
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

６
、
８
０
０
円
お
よ
び
交
通
費
、
昼
食
代
は

自
己
負
担
）

問
合
せ
▼
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
８
３
―

９
２
３
―

２
４
０
０
）

無
料
人
権
相
談
所
開
設

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
座
（
２
級
課
程
）

受
験
資
格
▼
昭
和
５５
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成

市
町
村
（
岩
国
市
、
和
木
町
、
由
宇
町
、

玖
珂
町
、
本
郷
村
、
周
東
町
、
錦
町
、
美

川
町
、
美
和
町
）
に
居
住
で
き
る
方
、
身

体
強
健
で
運
動
機
能
に
優
れ
た
方

受
験
手
続
▼
郵
便
で
願
書
の
請
求
、
受
験

手
続
を
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
宛
先
お
よ
び

郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
１

２
０
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
〒
７
４
０
―

０
０
１
７
）

岩
国
市
今
津
町
６
丁
目
２
―

２４
岩
国
地
区

消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

受
付
期
間
▼
７
月
１
日
貊
〜
８
月
１
日
豺

ま
で
に
必
着
。
土
日
豢
を
除
く
８
時
３０
分

〜
１７
時
１５
分
ま
で

１
次
試
験
▼
９
月
１８
日
豸
９
時
〜

場
　
所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

試
験
科
目
▼
一
般
教
養
、
適
正
試
験

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
本
部
総
務
課

（
蕁
２２
―

１
２
３
０
）

岩
国
地
区
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

自
衛
官
パ
イ
ロ
ッ
ト
候
補
生

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

澆
潺
１８
歳
〜
２６
歳
の
方

試
験
日
▼
漓
９
月
２３
日
豢
滷
澆
９
月
17
日

貍
潺
女
性：

９
月
２５
日
豸
ま
た
は
２６
日
豺

男
性：

９
月
２１
日
貉

申
込
期
間
▼
８
月
１
日
豺
〜
９
月
８
日
貅

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
募
集
事
務
所

（
蕁
２３
―

１
５
８
０
）

山
口
県
警
察
官
募
集

等　級

1 等　

前後賞各

1等組違い

2 等

3 等

4 等

5 等

6 等

ラッキーサマー賞

当選金および本数

2億円×42本

5,000万円×84本

10万円×4,158本

1億円×42本

1,000万円×420本

100万円×8,400本

3,000円×4,200,000本

300円×42,000,000本

1万円×420,000本

採
用
種
目
▼
漓
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空

自
衛
隊
）
滷
一
般
曹
候
補
生
学
生
澆
曹
候

補
士
潺
２
士

受
験
資
格
▼
漓
高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）

２０
歳
ま
で
の
方
滷
１８
歳
〜
２３
歳
の
方

平
成
１７
年
度
の
山
口
県
警
察
官
Ｂ
（
大

学
卒
業
者
以
外
の
方
）
の
採
用
試
験
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
▼
７
月
５
日
貂
〜
８
月
２６
日
貊

受
験
資
格
▼
昭
和
５１
年
４
月
２
日
〜
昭
和

６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
・

女
性
で
４
年
制
大
学
以
上
の
大
学
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
以
外
の
学
歴
の
方

第
１
次
試
験
▼
９
月
１８
日
豸

問
合
せ
▼
岩
国
警
察
署（

蕁
２４
―

０
１
１
０
）
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次
の
方
を
対
象
に
資
金
を
貸
し
付
け
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

漓
県
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方

滷
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
続
し

て
い
た
方

澆
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
（
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
）
で
離
職
後
１
年

以
内
の
方

潺
借
入
申
込
み
時
現
に
離
職
し
て
お
り
、

か
つ
、
求
職
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
方

（
注
）確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途
▼
大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金

償
還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
・
災
害

資
金
、
一
般
生
活
資
金

貸
付
限
度
額
▼
７
０
万
円
〜
１
５
０
万
円

償
還
期
間
▼
３
年
〜
６
年
以
内

貸
付
利
率
▼
年
１.０
％
（
別
に
保
証
料
が
必

要
）

保
証
人
等
▼
連
帯
保
証
人
１
名
（
申
込
人

と
別
生
計
の
方
）
と
譖
日
本
勤
労
者
信
用

基
金
協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
取
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫

問
合
せ
▼
県
労
政
課

（
蕁
０
８
３
―

９
３
３
―

３
２
１
５
）

企
画
総
務
課
（
蕁
52
―

２
１
３
５
）

介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
要
介
護
認
定

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
専
門
員
の

養
成
を
行
う
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
▼
１０
月
２３
日
豸

会
　
場
▼
山
口
市
（
山
口
大
学
）

対
象
者
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で

５
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
。

受
験
案
内
▼
７
月
５
日
貂
か
ら
保
健
福
祉

課
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
８
月
１２
日
貊
〜
８
月
３１
日
貉

受
験
手
数
料
▼
７
、
０
０
０
円

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
２
１
４
）

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
、
ご
希

望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

受
講
対
象
者
▼
平
成
１５
年
３
月
３１
日
以
前

に
前
回
講
習
を
受
講
し
た
方
、
平
成
１５
年

３
月
３１
日
以
前
に
免
状
の
交
付
を
受
け
未

受
講
の
方
。

講
習
日
▼
給
油
取
扱
所
対
象
者
８
月
２３
日

貂
、
一
般
事
業
所
対
象
者
９
月
１４
日
貉
、

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
定
事
業
所
対
象
者

８
月
２４
日
貉
、
９
月
７
日
貉
、
８
日
貅
、

１５
日
貅
、
３０
日
貊
（
い
ず
れ
か
１
日
の
み
）

講
習
会
場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
８
月
２３

日
貂
、
９
月
７
日
貉
、
９
月
１４
日
貉
、
１５

日
貅
、
３０
日
貊
、
１３
時
〜
三
井
化
学
㈱
岩

国
大
竹
工
場
８
月
２４
日
貉
、
９
月
８
日
貅

９
時
〜

申
込
み
▼
受
講
申
請
書
に
手
数
料
（
４
、

７
０
０
円
の
山
口
県
収
入
印
紙
）
を
貼
付

の
う
え
、
岩
国
地
区
消
防
本
部
に
提
出

受
付
期
間
▼
講
習
実
施
日
の
２０
日
前
ま
で

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（
蕁
２２
―

１
３
２
０
）

受
付
期
間
▼
７
月
19
日
貂
〜
８
月
２
日
貂

受
験
資
格
▼
刑
務
A
昭
和
51
年
４
月
２
日

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

刑
務
B
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

第
1
次
試
験
▼
９
月
18
日
豸

試
験
地
（
第
１
次
試
験
）
▼
山
口
市
、
広

島
市
、
岡
山
市
な
ど

申
込
み
▼
郵
便
で
受
験
申
込
み
用
紙
を
請

求
す
る
場
合
は
、
往
信
用
封
筒
の
表
に
赤

字
で
「
刑
務
請
求
」
と
書
き
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
先
▼
〒
７
４
１
―

０
０
６
１
岩
国
市

錦
見
６
―

11
―

29
岩
国
刑
務
所
庶
務
課

問
合
せ
▼
岩
国
刑
務
所（
蕁
41
―

０
１
３
６
）

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

障
害
基
礎
年
金
１
、
２
級
相
当
の
障
害
に

該
当
す
る
方
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年

金
、
障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

手
続
き
▼
受
付
は
保
健
福
祉
課
で
す
。

支
給
額
▼
（
平
成
１７
年
度
）
１
級
相
当
に

該
当
す
る
方：

月
額
５
万
円
、
２
級
相
当

に
該
当
す
る
方：

月
額
４
万
円
　

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま

す
。

注
　
意
▼
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
支
給
が
全
額
停
止
又

は
半
額
停
止
に
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
労
災
補

償
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
受
給
額
分
を
差
し
引
い
た
額
を
支
給
い

た
し
ま
す
。（
そ
の
受
給
額
が
特
別
障
害

給
付
金
の
額
を
上
回
る
場
合
は
、
特
別
障

害
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）
経
過

的
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
特

別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合

は
、
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給
は
停
止
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
２
０
７
）

岩
国
社
会
保
険
事
務
所（
蕁
２４
―

２
２
２
２
）

特
別
障
害
給
付
金
が
始
ま
り
ま
し
た

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

危
険
物
取
扱

保
安
講
習
に
つ
い
て

刑

務

官

募

集

離
職
さ
れ
た
方
の
生
活
の
安
定
の
た
め
に

県
・
市
町
村
離
職
者

緊

急

対

策

資

金

対
象
者

・
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

・
昭
和
６１
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者（
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者
で
あ

っ
て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、現
在
、
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円

円

円

円

24,000円

5,500円

所得割 総所得金額（ ）円×料率（ 7.6 ）％＝円 ①
均等割 一人当たり（ 27,000）円×世帯の加入数（ ）人＝円 ②
平等割 一世帯当たり　③　　　　

①＋②＋③＝医療保険分 円

所得割 総所得金額（ ）円×料率（ 1.82 ）％＝ ①　
均等割 一人当たり（ ）円×世帯の加入数（ ）人＝ ②　
平等割 一世帯当たり　③

①＋②＋③＝介護保険分 円

知っておこう！

国民健康保険料の決まり方
皆さんの国保料は、次の計算式をもとに決まります。

所得割額蜷加入者の所得に応じて計算されます。
均等割額蜷加入者1人につき27,000円。（介護分は9,600円）
平等割額蜷1世帯あたり24,000円。（介護分は5,500円）
また、40歳～64歳の人は、介護分の保険料も合わせて賦課されるので、国保の保険料は年
齢に応じて次のようになります。

国民健康保険料＝医療分
※介護分の負担はありません。

保険料を納めるのは世帯主
世帯内に国保の加入者がいれば、

保険料を納めるのは、世帯主が国保

の加入者であるなしにかかわらず世

帯主です。（保険料が賦課されるの

は加入者分のみです。）

ただし、届出により条件を満たせ

ば、国保制度上の世帯主を変更でき

ます。

国民健康保険料（合わせて納付）
＝医療分＋介護分
※同じ世帯の40歳～64歳の人以外は
介護分の負担はありません。

年度の途中で40歳になるとき
介護保険に加入する資格ができる

40歳の誕生日の月（誕生日が１日の
人はその前月）から介護分を納めま
す。また、月割りで計算した介護分
と医療分を合わせた新しい保険料額
を、改めて納付書でお知らせします。

医療分＝国民健康保険料
介護分＝介護保険料
★介護保険料は、老齢（退職）年金
が年額18万円（月額15,000円）以上
の人は年金から天引きされ、それ以
外の人は別に納付書で納めます。

年度の途中で65歳になるとき
介護保険の第１号被保険者になる

65歳の誕生日の月（誕生日が１日の
人はその前月）から、介護保険料の
納付方法が変わります。第２号被保
険者としての介護分の保険料は、１
年間で按分して計算していますので
二重払いにはなりません。

40歳未満の人 40歳～64歳の人
介護保険の第2号被保険者

65歳以上の人
介護保険の第1号被保険者

医
療
分

介
護
分

医療分　　　　　　　　　 介護分　　　　　　　　 年間保険料額

※医療分と介護分の保検料の上限額（賦課限度額）は別々に決められます。医療分530,000円、介護分80,000円。

円 円 円+ =

※国保加入の届出が遅れた場合、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので、ご注意ください。

問合せ蜷税務課（蕁52－2135 内線213）

9,600
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【
相
　
談
】

夫
名
義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
妻

が
バ
ッ
グ
ご
と
盗
ま
れ
、
勝
手
に
購
入

さ
れ
た
テ
レ
ビ
代
金
３０
万
円
の
請
求

を
う
け
た
。
販
売
店
で
カ
ー
ド
が
不

正
使
用
さ
れ
た
際
販
売
店
の
本
人
確

認
等
対
応
に
も
問
題
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、
販
売
店
に
全
く
責
任

は
な
い
の
か
？

【
処
　
理
】

名
義
人
で
あ
る
夫
の
カ
ー
ド
管
理

（
本
人
携
帯
が
原
則
）が
問
題
と
な
り
、

保
険
の
不
適
用
を
理
由
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
は
テ
レ
ビ
代
金
を
名
義
人
に

請
求
し
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は

販
売
店
で
の
購
入
時
の
状
況
等
を
伝

え
、
本
人
確
認
等
の
加
盟
店
指
導
と

併
せ
て
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
販
売
店
は
落
ち
度
を
認
め
、

相
談
者
へ
の
代
金
請
求
は
し
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
現
金
の
持
ち

合
わ
せ
が
無
く
て
も
一
定
額
の
キ
ャ

（
6
月
18
日
句
会
）

竹
に
そ
ひ
螢
火
ひ
と
つ
上
り
け
り

陣
場
　
直
雄

手
術
日
の
決
ま
り
て
姉
と
メ
ロ
ン
食
ぶ

陣
場
　
孝
子

十
薬
を
軒
に
吊
し
て
鍛
冶
屋
か
な

浜
田
千
代
美

分
校
の
音
無
き
昼
や
枇
杷
熟
る
る

越
智
　
幸
子

て
の
ひ
ら
に
乗
り
た
る
螢
子
等
囲
み

浦
　
　
盈
子

沼
め
ぐ
る
道
ひ
と
筋
や
水
芭
蕉

小
川
　
誉
子

病
棟
に
友
を
見
舞
ふ
や
夏
燕

灰
岡
美
穂
子

百
人
の
生
徒
が
飛
ば
す
水
鉄
砲

平
岡
　
菊
江

雨
突
い
て
葵
の
花
の
咲
き
の
ぼ
る

山
重
　
杵
子

通
夜
を
へ
て
ほ
た
る
の
道
を
帰
り
来
し

松
浪
　
政
子

山
脈
を
映
し
て
棚
田
梅
雨
に
入
る

与
三
本
愛
子

現
在
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を
停

止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

蕁
52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

消費者生活相談 
だよりVol.10

クレジットカードが盗まれ

不正使用された

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図

画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！

募
集
作
品
▼
海
洋
環
境
保
全
思
想
の

普
及
並
及
び
啓
発
に
資
す
る
図
画

（
図
画
に
標
語
な
ど
文
字
の
入
っ
て

な
い
も
の
）

応
募
対
象
▼
地
元
小
学
生

規
　
格
▼
画
用
紙
四
つ
切
か
ら
八
つ
切

申
込
期
限
▼
９
月
９
日
（
金
）
必
着

申
込
み
・
問
合
せ
▼

岩
国
海
上
保
安
署

（
蕁
21
ー

６
１
１
８
）

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（
蕁
52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

ッ
シ
ン
グ
や
買
い
物
が
で
き
、
割
引
特

典
な
ど
も
あ
っ
て
便
利
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
使
い
過
ぎ
や

盗
難
・
紛
失
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
注
意

が
必
要
で
す
。
飲
食
店
な
ど
で
掛
け

て
お
い
た
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
財
布

ご
と
、
あ
る
い
は
相
談
者
の
様
に
車
上

荒
ら
し
に
、
空
き
巣
に
等
々
、
そ
の
結

果
、
盗
ま
れ
た
カ
ー
ド
で
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
や
高
額
な
買
い
物
を
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
本
人
携
帯

が
原
則
に
な
っ
て
お
り
、
家
族
カ
ー
ド

で
な
い
限
り
例
え
家
族
間
で
も
カ
ー

ド
の
貸
し
借
り
は
禁
止
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
盗
難
・
紛
失
に
気
づ
い
た
ら
直

ぐ
に
カ
ー
ド
会
社
と
警
察
に
届
け
ま

し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
連
絡
先
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
、
カ
ー
ド
会
社
の
多
く

は
、
２４
時
間
の
専
用
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。
被
害
届
を
出
し
、
カ
ー
ド
の

使
用
を
緊
急
に
止
め
る
事
は
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
や
保
険
の
手
続

き
な
ど
に
必
要
で
す
。
暗
証
番
号
は

自
分
の
生
年
月
日
や
電
話
番
号
な
ど

第
三
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
番
号
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ド
の
管
理
に
は

現
金
と
同
じ
注
意
と
用
心
が
必
要
と

い
え
ま
す
。

中
高
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
等

の
雇
用
に
つ
い
て

１８
歳
未
満
の
年
少
者
を
ア
ル
バ
イ

ト
で
使
用
す
る
際
に
は
、
労
働
基
準

法
で
定
め
ら
れ
た
次
の
こ
と
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１．

労
働
条
件
の
明
示
（
労
働
条
件
　

の
通
知
書
）
の
交
付

２．

賃
金
の
支
払
い

３．

労
働
時
間

４．

休
憩
時
間

５．

休
日

６．

最
低
年
齢

７．

年
少
者
の
証
明
書

８．

危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

９．

安
全
衛
生
教
育

１０．

労
働
災
害
の
補
償

問
合
せ
▼
岩
国
労
働
基
準
監
督
署

（
蕁
24
ー

１
１
３
３
）
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☆
ご
存
知
で
す
か

中
退
共
制
度

空
青
く
白
い
線
引
く
飛
行
雲
伸
び
ゆ
く
彼
方
に
こ
こ
ろ
開
か
む

森
本
　
初
子

帰
り
来
て
言
葉
を
交
す
人
な
く
も
息
子
こ

よ
り
届
け
り

久
し
き
た
よ
り

箭
野
　
賀
代

伴
侶
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
登
山
杖
役
に
立
っ
た
り

荷
物
に
な
っ
た
り

横
川
美
代
子

亡
き
夫
の
自
転
車
そ
の
ま
ま
車
庫
に
あ
り
姿
浮
か
び
ぬ

六
年
経
つ
も

大
野
　
千
尋

楠
の
木
は
朱
よ
り
緑
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
葉
色
変
え
つ
つ
春
を
勢
ふ

嘉
屋
　
笑
子

濃
淡
の
野
山
の
み
ど
り
ち
ぎ
り
絵
に
友
と
楽
し
く
生
涯
学
習

神
園
　
静
美

車
椅
子
押
さ
れ
て
巡
る
道
の
辺
に
都
わ
す
れ
の
花
の
ひ
と
群

近
藤
巳
津
子

人
の
世
の
苦
楽
も
も
は
や
過
ぎ
ゆ
け
り
夜
空
見
上
ぐ
る

わ
れ
も
老
ひ
た
り

田
渕
ハ
ネ
子

ぜ
ん
ま
い
は
乃
の
字
乃
の
字
と
か
い
た
よ
な
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

げ
に
面
白
き

広
宇
次
信
子

吾
が
米
寿
夫
の
回
忌
と
重
な
り
ぬ
若
き
日
も
あ
り

五
十
年
は
長
し

正
中
ツ
ヤ
子

悠
々
と
五
月
の
空
に
鳶と
び

舞
い
て
明
け
ゆ
く
朝
の
大
気
す
が
し
き

三
村
　
浄
コ

充
た
さ
れ
し
時
は
さ
や
け
し
ほ
ろ
ほ
ろ
と
ま
ゆ
み
の
小
花

し
き
り
零こ
ぼ

る
る

藤
上
　
紀
子

紙の原料は自然の恵みを受けて、何年もかけて

育った木です。

紙はその性質から何回も再生できるので、古紙

として分別収集に出していただけると、貴重な森

林資源を守ることができます。

古紙、1トンをリサイクルすると、直径14袍高さ

8ｍの新しい木20本を切らずにすみます。

※ 次の紙は、古紙として分別収集しま

すので、ご協力お願いします。

（新聞、折込チラシ、雑誌、ダンボール、カタログ、

厚紙、包装紙、ノート類（ハガキ以上の用紙））

問合せ蜷住民サービス課　

蕁52-2135 内線204

☆乳幼児・母子家庭医療費助成制度
更新手続きのお知らせ

この制度は、次に該当される方の医療費の個人負担分を公

費（県・町）で負担する制度で、各人の申請により行われます。

乳幼児

【対象者】

・小学校就学前までの児童

【所得要件】

・両親の市町村民税所得割の合算額が82,300円以下

母子家庭

【対象者】

・18歳に達する日以降の最初の３月31日まで（高等学校等に

在学する生徒は、20歳に達する日以降の最初の３月31日まで）

の母と生徒

【所得要件】

・市町村民税所得割非課税世帯

【更新時期】毎年８月１日

今年は７月25日より受け付けます。

※今現在、該当している方には、申請用紙を送付いたします

が、手続きをされてない方で該当すると思われる方は保健福

祉課までお問い合わせください。

問合せ蜷保健福祉課（蕁52－2135内線208）

その75

資源を節約
しましょう！

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）
に
加
入
し
て
従
業
員
の

退
職
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
！

＝
中
退
共
制
度
の
特
色
＝

★
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

★
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

★
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

★
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

★
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
間

を
転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま

す
。

★
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え

ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支

払
い
ま
す
の
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

＝
加
入
の
手
続
き
＝

★
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
、
押
印

の
う
え
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は

委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

豆知識

14袍 
8袤 

20本 古紙 1t

＝ 
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平成17年6月1日現在 

総人口 6,700人 
 （＋6） 
世帯数 2,637世帯 
 （＋12） 
和木町の面積  10.56裄 

3,330人 　男 
(＋8)

女 　3,370人 
(－2)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

今 月 の 納 税

和木町住宅建設
資金利子補給制度

固定資産税　 2期分

国民健康保険料　 1期分

介護保険料　 1期分

住宅使用料　 7月分

上下水道使用料　 2期分

（5・6月分）
※納期内に納めましょう。

この制度は、和木町内において良質な住宅の建設

の促進を図るため、町内に住宅を新築した方、また

は町内に建設された新築住宅を購入した方で、その

資金を金融機関等から借り入れた方に対して、その

借入額に対する利子の一部または全部について、町

が補助する制度です。

①対象となる新築住宅の基準

人の居住用床面積が60裃以上あること。

②補助額及び補助期間

新築住宅建設（購入）費用に対する償還金のうち、

利子に相当する額（年額上限60,000円）を居住を開

始した月から60ヶ月（5年間）補助します。

③申請方法

居住開始から２ヶ月以内に、必要書類を添えて下

記に申請してください。

④問合せ

都市建設課（蕁52-2135内線413・412）
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商取引や証明に使用する「はかり」は、計量法の

定めにより、定期検査を受けることが義務付けられ

ています。この検査を次のとおり実施しますので、

関係者の方は必ず受検してください。

日　時蜷７月20日（水）10時30分～12時

場　所蜷体育センター

対象のはかり蜷商店、工場、農協、漁協、病院、診

療所、薬局、学校、幼稚園、保育所、宅配便取次店、

農家、漁家、その他で取引または、証明に使用する

「はかり」。

なお、前回（２年前）の定期検査のあとに購入した

「はかり」は今回の定期検査は免除されます。ただ

し、検定証印に表示された年月から３年（150㎏を

超える「はかり」は１年のものもある）を経過して

いないものに限ります。

持参するもの蜷清掃した「はかり」、手数料

問合せ蜷企画総務課（蕁52－2135内線311）

山口県計量検定所（蕁0839－85－1710）

「はかり」の定期検査
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